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　Abstract

Three individuals of red seabream, Pagrus major 
(Temminck and Schlegel, 1843) (Sparidae), were pur-
chased in the fresh fish section of a supermarket in Hi-
gashi-Hiroshima, Hiroshima Prefecture, western Ja-
pan. These fish were commercially caught in the cen-
tral Seto Inland Sea off the coast of the prefecture. One 
of the fish was found to be infected by a pair of an 
ovigerous female and a male of cymothoid isopod 
Ceratothoa verrucosa (Schioedte and Meinert, 1883) 
in the buccal cavity. This represents the first docu-
mented case of C. verrucosa found from red seabream 
sold at fish stores and supermarkets in Japan.

　はじめに

タ イ ノ エ Ceratothoa verrucosa (Schioedte and 

Meinert, 1883)はウオノエ科等脚類の 1種で，わ

が国周辺海域に生息する硬骨魚類の口腔に寄生す

る（長澤，2017；Hata et al., 2017）．特に，タイ

科魚類のマダイ Pagrus major (Temminck and Sch-

legel, 1843)からの採集記録が多い（文献は長澤，

2017；長澤・福田，2018を参照）．

タイノエは，魚市場や魚屋等で販売されてい

るマダイに見られる寄生虫として書籍等に紹介さ

れている（市原，1983，1989；東京都市場衛生検

査所，1990；影井，2000；横山ほか，2019）．し

かし，筆者の知る限り，市販マダイからタイノエ

を見出した事例は報告されていない．筆者は，広

島県内のスーパーマーケットで自らが購入したマ

ダイからタイノエを見つけ，若干の観察を行った．

ここに観察結果を報告する．

　材料と方法

本論文で報告するタイノエは，2016年 4月 10

日に広島県東広島市内のスーパーマーケットで購

入した生鮮マダイに見出された．このスーパー

マーケットは，同市では地元の生鮮魚を廉価販売

することで知られ，マダイをプラスチックトレイ

に載せてラップ包装した状態で冷所販売していた

ので，1トレイを購入した（Fig. 1A）．このトレ

イに付されていた商品ラベルには「広島県産（天

然）」と印字されており，マダイは同県に接する

瀬戸内海中央部で漁獲されたと判断された．マダ

イを購入後直ちに同市内にある広島大学の研究室

に運び，種を確認後，収容されていた 3尾の標準

体長（SL, mm）を測定し，寄生虫検査を行った．

その際，口腔に寄生していたウオノエ科等脚類を

摘出し 70%エタノール液で固定した．後年，こ

の標本を水族寄生虫研究室に移管後，実体顕微鏡

（Olympus SZX10）を用いて形態を観察し，タイ

ノエに同定した．タイノエ標本は，日本産ウオノ

エ科等脚類の分類学的研究のために，筆者のもと

にあるが，研究終了後に茨城県つくば市にある国

立科学博物館筑波研究施設の甲殻類コレクション

に収蔵する予定である．本論文で述べる魚類の和

名と学名は中坊（2013），ウオノエ科等脚類の和

名と学名および形態学用語はそれぞれ山内（2016）

と下村・布村（2010）に従う．
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　結果

今回購入したマダイ 3尾（170, 183, 187 mm 

SL）のうち，1尾（187 mm SL）にタイノエの雌

1個体と雄 1個体が寄生していた．タイノエの雌

は，マダイの口蓋に腹面を密着させて固着し，頭

部を前方に向けて寄生していた（Fig. 1B）．雄は，

雌の体後部付近に並行して，腹面口蓋に向けて寄

生していた．ただし，雌のように宿主に腹面を密

着させて固着するのではなく，第 1–4胸脚の指節

先端で懸着していた（Fig. 1B）．

タイノエの雌（Fig. 1C左）は，体長（頭部前

端から腹尾節後端）が 28.3 mm，最大体幅が 15.0 

mm．抱卵雌で，体はほぼ小判型．頭部は小さく，

ほぼ半円形．第 1胸節左右前縁は前方に伸長して

頭部を囲む．第 1胸節後縁はやや隆起する．第

1–3胸節背面に凹凸を有し，第 1胸節で顕著であ

る．第 4–5胸節がやや幅広い．第 3–6胸節側後端

は丸い．各腹節は短い．腹尾節は半月形．

タイノエの雄（Fig. 1C右）は，体長と最大体

幅がそれぞれ 17.0 mm，6.8 mm．体形は雌に比べ

てやや細長く，第 4–5胸節が少し幅広い．頭部は

小さく，ほぼ台形．雌と同様に，第 1胸節左右前

縁は前方に伸長する．第 1–2胸節背面に凹凸を有

する．

　考察

前述したように，今回調べたマダイは広島県

に接する瀬戸内海中央部で漁獲されたものと判断

される．寄生虫検査時のマダイの眼球は黒く，鰓

も薄赤色を保持していたことから（Fig. 1B），漁

獲後に多くの時間を経ることになく，マダイは店

頭に並べられたと考えられる．広島県沿岸の瀬戸

内海においては，平岩（1937）が忠海（現在の竹

原市忠海）産マダイからタイノエを採集したのが

最初で，その後，Sanada (1941)が広島湾周辺水

域のマダイからタイノエを得た．近年は，筆者が

広島大学に在籍した 2000年代後半から 2010年代

に広島県沿岸のマダイから多くのタイノエを採集

している（長澤，未発表）．このように広島県に

接する瀬戸内海のマダイには古くからタイノエの

寄生が知られ，その寄生は今日まで継続している

と推測される．

魚屋やスーパーマーケットでは天然マダイに

加えて，養殖マダイも頻繁に販売されている．し

かし，養殖マダイにおけるタイノエの寄生は極め

て稀（Nagasawa and Tanaka, 2017）か確認されて

いないため（長澤・福田，2018），市販されてい

る養殖マダイからタイノエが見つかる可能性はほ

とんどないと言えよう．

関連して，わが国のタイ科魚類の口腔に見ら

れるウオノエ科等脚類には，キダイ Dentex 

hypselosomus Bleeker, 1854に寄生する，タイノエ

と同属別種のソコウオノエ Ceratothoa oxyrrhyn-

chaena Koelbel, 1878（ 山 内・ 柏 尾，2018） と

Ceratothoa sp.（Nunomura, 2008；岡本，2011，両

著者とも宿主名を Dentex tumifronsと記述）が知

られる．後者は実際に加工業者や消費者から問題

視されたことがある（岡本，2011）．また，タイ

ノエはマダイに加えてチダイ Evynnis tumifrons 

Fig. 1. Red seabream (Pagrus major) and Ceratothoa verrucosa. A, three packed individuals of red seabream purchased on 10 April 2016 in 
the fresh fish section of a supermarket in Higashi-Hiroshima, Hiroshima Prefecture, western Japan; B, an ovigerous female (f) and a male 
(m) of C. verrucosa attaching ventrally on the palate of a red seabream, lateral view; C, the ovigerous female (left, 28.3 mm long) and the 
male (right, 17.0 mm long) of C. verrucosa collected, fresh specimens, dorsal view. Scale bars: A, 50 mm; B, 20 mm; C, 10 mm.
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(Temminck and Schlegel,1843)（鈴木，1979；Naga-

sawa and Isozaki, 2016） や ヒ レ コ ダ イ Evynnis 

cardinalis (Lacepède, 1802) （Hata et al., 2017）にも

寄生する．一般には「タイノエ」がよく知られ，

インターネット上には「タイノエ」に関する多く

の画像と情報が存在する．しかし，それらにはタ

イノエと異なる種が含まれていることも多く，タ

イノエを正しく理解するには，情報の選択が必要

である．

最初に記したように，タイノエは書籍等に紹

介されてきた．しかし，誤った記述も見られるの

で，ここで指摘しておく．影井（2000）は，タイ

ノエの宿主としてマダイとともに「カイワリ」

Kaiwarinus equula (Temminck and Schlegel, 1844) を

挙げた．しかし，タイノエの既知宿主はマダイ，

チダイ，ヒレコダイ，アカメバル Sebastes inermis 

Cuvier, 1829の 4種で（例えば椎野，1951；Yama-

uchi and Nunomura, 2010；Nagasawa and Isozaki, 

2016；Hata et al., 2017），カイワリにタイノエが

寄生した例は知られていない．影井（2000）が示

した写真 3葉（写真 39　タイノエ寄生のカイワリ；

写真 40 口腔内寄生のタイノエ；写真 41 摘出され

たタイノエ）のうち，特に写真 41で示された寄

生虫はタイノエではなく明らかに別種である．わ

が国のカイワリからはシマアジノエ Ceratothoa 

trigonocephala (Leach, 1818)（Trilles, 1979，宿主名

を Caranx equila と 記 述 ） と 同 属 未 同 定 種

Ceratothoa sp. が報告されている（Hata et al., 

2017，宿主名を Carangoides equulaと記述；山内・

柏尾，2018）．

タイノエの宿主であるタイ科魚類 2種（マダ

イとチダイ）の口腔において，タイノエの寄生様

式は雌雄で異なっている（Nagasawa and Isozaki, 

2016；長澤，2017；長澤・河合，2019）．すなわち，

雌は宿主の口蓋に腹面を接して固着寄生している

のに対し，雄は雌の体後部に位置して懸着寄生す

る．本研究でも，雌は同じ様式で宿主に固着寄生

していた（Fig. 1B）．一方，雄は雌の体後部付近

に懸着していたことは過去の報告と同じであった

が，本研究では腹面を宿主口蓋に向け（Fig. 1B），

以前報告されたような口腔側面（Nagasawa and 

Isozaki, 2016: fig. 1A；長澤，2017: fig. 1B）に向け

てはいなかった．この観察結果の違いは，雄の微

生息部位への執着がそれほど強くない可能性とと

もに，宿主に固着していないために宿主の斃死後

に本来の寄生部位から移動した可能性も考えられ

る．今後，漁獲直後の宿主を多数調べることによ

り，雄の詳細な寄生様式を明らかにすることでき

るだろう．

本研究では，年齢形質を用いてマダイの年齢

査定を行わなかった．しかし，高場（2004）が報

告した広島県沿岸の瀬戸内海におけるマダイの年

齢と成長（尾叉長で報告）との関係に基づくと，

筆者が調べたマダイ 3尾はいずれも満 2歳直前の

個体と推定される．採取されたタイノエの雌は小

型ではなく（28.3 mm）かつ抱卵していたので，

マダイにおける寄生期間は不明であるものの，最

長でも 2年を要することなく，その体サイズと成

熟度に達したと考えられる．近藤ほか（2018, p. 

209の脚注）は，飼育マダイに寄生したタイノエ

を観察して「2年以上寄生し続け」たと述べてい

る．上記したように，瀬戸内海産マダイにはタイ

ノエが寄生することから，マダイを比較的多数採

集できる水域を選び，毎月マダイを採集して，口

腔に寄生するタイノエの体長，性，成熟度を調べ

ることにより，この寄生虫の重要な生活史の側面

（成長，性転換，成熟過程，口腔内での同種個体

間の競合など）を解明することが可能であろう．

この場合，広島湾周辺ではタイノエは体長 100 

mmのマダイに既に寄生し（Sanada, 1941），山口

県沿岸の日本海（響灘）や長崎県沿岸の東シナ海

（平戸島）ではマダイ当歳魚から寄生し始めるの

で（近藤ほか，2018, p. 209の脚注；長澤・河合，

2019），瀬戸内海でタイノエに関する定期調査を

行う場合，可能な限り，小型マダイから採集を始

めるのが望ましい．
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